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構成 

効果 

信号制御装置  （特許第 6164592 号として権利化済） 
●コストを削減して高性能な信号制御を実現     

 

❶技術分野 

本発明は、高周波の音信号の位相制御を行う信号制御装置に関する。 

❷発明の背景と目的 

従来の位相制御を行う技術では時間的な要素を用いた複雑な演算を行う必要があり、処理が煩雑

になってしまう。また、演算に音速ｃを用いた場合、この音速ｃは温度により変動するものである

ため、固定値として利用すると、温度変化により正確な演算を行うことができなくなってしまう。

固定値としない場合であっても、そのときの温度に対応する音速ｃを特定する処理が必要となり、

処理が煩雑なものになってしまうという課題を有する。 

本発明は、外部環境の影響を受けることなく、簡単な構成及び処理で高精度に位相制御を行うこ

とが可能な信号制御装置を提供する。 

❸発明の構成と効果 

本発明に係る信号制御装置は、入力信号における正成分に相当する変調信号を入力する第１系

統の遅延器と、入力信号における負成分に相当する変調信号を入力する第２系統の遅延器と、そ

れぞれの系統の遅延器から出力された信号を入力し、超音波として各系統ごとに出力するトラン

スデューサと、前記トランスデューサから出力されたそれぞれの系統からの超音波を検知する検知手段

と、前記検知手段が検知した各系統ごとの超音波を統合し、正の音波及び負の音波の各波形特性を検出

する波形特性検出手段と、前記波形特性検出手段が検出した前記波形特性に基づいて、前記第１系統の

遅延器から出力された信号と前記第２系統の遅延器から出力された信号との位相差が減少するように、

前記第１系統の遅延器又は前記第２系統の遅延器に、前記位相差に応じた遅延量の情報を入力する遅延

調整手段とを備えるものである。 

簡素化された構成で且つシンプルな処理を行うだけで、高精度に位相制御を行うことが可能に

なる。 
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